☆共JBN　外０５７１（産業、ラム酒）（１２・４・２５）
【産業担当デスク殿】４９１２７
◎バカルディ以外のバカルディ・カクテルはない　　７５年前の４月に判決
【ハミルトン（バミューダ）２５日PRN＝共同JBN】米国の裁判所は「言い訳であり、詐欺にあたる－もしバカルディ・ラム酒が入っていなかったら、バーテンが作ったいかなるカクテルもバカルディ・カクテルとは呼べない」との判断を示した－。
米国で世界大恐慌の経済激変のさなかの１９３７年のことである。そのころには禁酒法は廃止され、バカルディは大変人気の高いラム酒になっていた。その苦しい経済環境の中で、ニューヨーク市内のいくつかの悪徳バーやレストランは、バカルディ・カクテルを注文されると、バカルディの代わりに品質の劣るラム酒を使って客をごまかそうとした。
この報道発表に関わるマルチメディア資料は以下のサイトを参照。
http://www.multivu.com/mnr/53406-bacardi-150-anniversary-celebrates-75th-anniv-cocktail-case-consumer-right
（Photo: http://photos.prnewswire.com/prnh/20120425/MM91156）
家族経営のバカルディは、注文したものを手に入れる消費者の権利とカクテルの質を守るため、ニューヨーク市内のバーとレストランの一部を相手取って訴訟を起こした。
バカルディ・アーカイブに保管されている判決文の原文によると、この裁判は７５年前の１９３７年４月にニューヨーク市地方裁判所で判決が下された。バカルディ側弁護士は、判事自身のバーテンを証人として呼び、判事の好きなバカルディ・カクテルにどのラム酒を使うかを尋ねた。このバーテンは、「バカルディ・ラム酒」とだけ答えた。そのほかの何人かは、バカルディ・カクテルを作るのに最も手近にあるラム酒を使うと証言した。この結果、ジョン・L・ウォルシュ判事は「合理的疑いの余地もなく、バカルディ・カクテルとして記載された飲み物の中にバカルディ・ラムが入っていなければ、客は言い訳や詐欺の対象となっている」と判決した。
この裁判は大きなニュースになり、判決内容はニューヨークの各紙に掲載された。この判決は消費者にとって意義深いものだった。客が自分の注文した高い品質で味わい深いバカルディ・カクテルを確実に手に入れられるようにするものだったからだ。そのため、バカルディはこの判決を一連の印刷物での広告で取り上げ、１９３０代後半から１９５０年代にかけ「なにものもバカルディの居場所は奪えない」とのテーマでキャンペーンを続けた。このいくつかでは、実際の判決から正式の裁判記録や判断を引用している。シリーズの一つでは「それはあなたの権利」とのテーマの広告を打っている。ここでは２つのシーンを並べ、片側にはシャワー中に歌を歌っていたり、アンパイアにくってかかったり、理髪師の言うことを聞いていない男の漫画を載せ、それぞれの横の面にはバカルディ・カクテルを楽しんでいる男の漫画を載せている。この男には「本物のバカルディ・カクテルを手に入れるのは自分の権利！バカルディで作らなきゃバカルディ・カクテルでない。ニューヨーク州最高裁判所はそう判決した」とのせりふが載っている。
バカルディ社のファクンド・L・バカルディ会長は「１５０年前から現在まで、わたしの高祖父であるドン・ファクンド・バカルディ・マッソが作り出し、現在でも全く同じ基準で作られている特別な味わいと品質を確かなものにするため、消費者はバーやレストランでバカルディを名指しして注文している」と語っている。
バカルディは世界のバーで最も頻繁に注文されるものの一つである。その理由は目利きの客がバカルディを名指しで注文するためで、これは客が最初の洗練されたクラシック・ラム酒カクテルである優れた品質のスピリッツを確実に手に入れようとするからである。
バカルディは世界一好まれ５００近い受賞歴を持ち、１５０年前に初めて製造されて以来スピリッツ業界に革命を起こしてきた。バカルディ・ラム酒の軽い味わいとユニークなバランスは、カクテルの作り手に軽くて混じり気がなく、シャキッとし、さわやかなカクテルレシピを発想させることになった。これらには正統派のバカルディ・モヒート、オリジナル・バカルディ・ダイキリ、オリジナル・バカルディ・クーバ・リーブレなど世界で一番人気のあるカクテルが含まれている。
バカルディ・ラムのグローバル・ブランド・アンバサダーであるデービッド・コルドバ氏は「クラシック・カクテルには不思議な品質がある。完ぺきな材料の完ぺきなミックスだ。現在、カクテル界にいる誰もがこのケミストリーを達成したいと夢見ており、そのことがクラシック・カクテルを作ろうとするカクテル・パイオニアが使用するバカルディのようなオリジナルな材料にバーテンが敬意を払う理由である」と指摘している。
バカルディ社のエド・シャーリー社長兼最高経営責任者（CEO）は「バカルディ家の名前が事業の名前であり世界で最も知られるブランドになっているため、これを守るというのは名誉や誇りの問題だけでなく、重要なのは当社の消費者に対する大きな責任の問題である。なぜなら、彼らはいつも一番先にバカルディに来るからである。彼らはバカルディを信頼し、必ず名指しでバカルディ・ラム酒を注文する。現在、バカルディ・モヒートやバカルディ・クーバ・リーブレを注文する際には、消費者が当初から知っていたバカルディだけがバカルディ・カクテルを作れるということを裁判でも認められたことが分かる」と述べている。
バカルディとパイオニアとしての歴史を知るためにはウェブサイトhttp://www.BacardiLimited.com/150の１５０周年記念セクションを参照。バカルディの１５０周年記念行事に関する情報、マルチメディア資料の受信を希望するメディアは以下で登録できる。http://www.BacardiMediaCentre.com
▽バカルディ（Bacardi Limited）について
バカルディは世界最大手の非上場スピリッツ・メーカーであり、国際的に知られたスピリッツとワインを製造、販売している。バカルディのブランド・ポートフォリオは、２００以上のブランドとラベルで構成されており、その中には世界で最も好まれ多数の受賞歴を持つバカルディ（BACARDI、登録商標）ラム、最高級ウオツカの世界リーダーであるグレイグース（GREY GOOSE、登録商標）、米国で最も売れ筋のブレンド・スコッチウィスキーであるデュワーズ（DEWAR’S、登録商標）、世界でトップ評価を受け急速に伸びている最高級ジンのボンベイ・サファイア（BOMBAY SAPPHIRE、登録商標）、ベルモットの世界リーダーであるベルモットとスパークリングワインのマルティーニ（MARTINI、登録商標）、メキシコ最高級の１００％ブルーアガヴェのテキーラで、米国で最も売れているテキーラのカサドレス（CAZADORES、登録商標）、世界で急速に伸びているウオツカであるエリストフ（ERISTOFF、登録商標）ウオツカ、その他有力で伸び盛りのブランドが含まれている。
バカルディは１８６２年２月４日にキューバのサンティアゴデクーバで設立され、過去７世代にわたり家族が所有している。バカルディは６０００人近くを雇用し、４大陸の１６市場にある２７施設でブランドを製造し、世界１５０カ国以上で販売している。バカルディはバカルディ・インターナショナル（Bacardi International Limited）を含むバカルディ企業グループ。http://www.BacardiLimited.comを参照。
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